
様式Ⅰ	

「平成 28 年度オリンピック・パラリンピック教育推進校」	

事業実施報告書	
	

【学校名】 宮津市立 宮津 中学校 
 
【全校児童・生徒数】 ２２９名 
 
【テーマ】 Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  
   

 
【実践研究タイトル】          

 パラリンピアンからの夢のバトンパス 

 

                  

【実践学年、部、講座等（学年別・男女別人数）】 

 講話：全校対象（男子134名 女子95名） 

 実技指導：陸上部、野球部、サッカー部、テニス部、ソフト部（60名） 

 

【目的・ねらい】 

オリンピック・パラリンピックの価値 
 

友情（ ○ ） 卓越（  ） 尊重（ ○ ） 

勇気（ ○ ） 決断力（  ） 

平等（  ） 鼓舞（  ） 

・陸上競技のパラリンピアンとの出会いを通して、夢や目標に向かって積極的に取り組む

「スポーツごころ」や「やればできる」という自己肯定感を育成する。 

・基礎的、専門的な実技指導により、生徒が体を動かすことに興味を持ち、生徒の体力の

向上に努める。 

 

【種類】 

・各教科（ 体育 ） ・道徳 ・外国語活動 ・総合的な学習の時間 ・特別活動 

・部活動（ 運動部活動 ）  ・その他（     ） 

 

【実践内容等】 

（実践内容） 

・生徒会が中心となりパラリンピックについての調べ学習をして、調べたものを朝読書の

時間に全校読書として取り組んだ。 

・パラリンピアンの山本篤選手による講演と実技指導を実施した。 

・事前、事後アンケートを実施した。 

（実践上の工夫点、留意点等） 

・生徒がパラリンピックの歴史や種目、障害の種別などについて調べたことをまとめ、全

校で共有した。 

・生徒がより興味を持って講演を聞けるように、山本選手との綿密な打合せを持った。 

・実技指導には陸上部以外の生徒も参加して、基礎的・基本的な体の動かし方について指

導を受けた。 

（成果） 

・生徒の自尊感情の育成に向けた教育活動の一環として本事業に取り組み、「夢や希望に

向かって頑張りたい」と97％の生徒が実感できた。 

・事前アンケートでは46%の生徒がパラリンピックについて知っていると答えたが、調べ

学習や山本選手の講話を通して、パラリンピックについて知ることができた生徒が97％

と倍増した。 

Ⅰ	 スポーツへの誘い	 自己肯定感の醸成	
Ⅱ	 障害者や高齢者への理解	 共生社会の形成	
Ⅲ	 スポーツへの関心や競技力向上	 スポーツボランティア	
	 	 への参画	
Ⅳ	 オリンピック・パラリンピックに向けた京都の伝統や文	
	 	 化等の発信	
Ⅴ	 国際理解教育の推進	



・「東京オリンピック・パラリンピックの成功に向けて、できることをしてみたいと思うようにな

った」生徒の割合が、98％となった。本事業を機会に、人を大切にする心を育てていきたい。 

・アンケート結果や生徒の活動の様子を目に見える形で掲示することで、生徒がパラリンピックに

ついて関心を高め、新たな目標に向かって取り組むきっかけとなった。 

        
 

生徒の感想（一部抜粋） 

・私はオリンピックのことは知っていたけど、パラリンピックは知らなかったので、今回の

講演はすごく良い経験になりました。私は「チャレンジしてみよう」と思ったことはある

けど、自分にはできないと思いあきらめてしまいます。山本さんの話を聞いて、あきらめ

ずにチャレンジする勇気を持つことができました。 

・自分の好きなスポーツや苦手なスポーツなど、たくさんのことに挑戦したいと強く思いま

した。またスポーツだけでなく、勉強に対しても真正面から向かい合っていきたいと思い

ます。「あきらめないことの大切さ」「挑戦することの大切さ」「努力する大切さ」など

たくさんのことを学ばせてもらいました。 

 

     
 

   
 

 

【オリンピック・パラリンピック教育の実施に伴う課題等】 
・講師の方への依頼方法や日程調整が難しかった。年度当初から計画されていると、より効果的

な学習になると考える。 

・オリンピアン、パラリンピアンに直接指導を受けられなくても、視聴覚機器などを使って教材

化することで、道徳や人権学習で活用できればさらに良いと考える。 
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